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〔毎月 2回11日・15日発行〕 

のミ、はり叫ち 
発 行 所 

五所川原市役所 

504号 

昭和56年10月1日 

印刷 脚佐々木印刷工業 

市 の 人 口 

53, 132人 

男 	25, 732人 

女 	27. 400人 

世 帯 数 	14,603 

（昭和56年 9月1日現在）住民基本台帳から 

    

五小Aチームが優勝 

ママさん体育大会 

「母さんがんばって」 	 を流していました。 

	

第12回ママさん体育大会が 9月 6日、市民体育館に 	種目別の競技結果は、キックボールが中央小Bチー 

およそ 380人のママさんが参加して行われ、熱戦を繰 ム、綱引きが梅泉小（通算6連勝）、卓球が五小Aチ

り広げた結果、総合で五小Aチームが優勝しました。 ームがそれぞれ一位となりました。 

日頃運動不足がちなママさんたちも、この日ばかり 

	

はわが子が見守るなかで思いっ切りノ、ッスル、快い汗 	 （写真一 9月 6日、市民体育館で） 



角
 
》
 

 
」
 

一
階
が
事
務
室
、
用
貝
室
、
 

食
堂

・
喫
茶
、
更
衣
室
（

シ
ャ

ワ
ー
付
き
（
男

・
女
）
、
便
所
 

ロ
募
集
人
員
 
理

工
学
専
攻
一
人
文
社

会
学
専
攻
ー
約
五
百

人
 ロ

資
格
 
高
卒
（
 

見
込
み
）
二
十
一
歳

未
満
（
自
衛
官
は
、
 

二
＋
三
歳
未
満
）
 

ロ
受
付
期
問
 
十

月
一
日
ー
十
月
二
十

四
日
 

ロ
試
験
期
日
 
＋

一
月
二

・
三
日
 

ロ
合
格
発
表
 
五

十
七
年
二
月
十
日
 

ロ
募
集
人
員
 
約

八
十
人
 

ロ
資
格
 
高
卒
（
 

見
込
み
）
二
十

一
歳

未
満
 

ロ
受
付
期
間
 
十

月
一
日
ー
十
月
二
十

四
日
 

ロ
試
験
期
日
 
十

一
月
七

・
八
日
 

ロ
合
格
発
表
 
五

十
七
年
二
月
二
十
七

日
・
 

ロ
入

（校
）
隊

五
十
七
年
四
月
上
旬
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他
 
修
学

年
限
六
年
、
医
師
免
許
取
得

後
二
等
陸

・
海
・
空
尉
 

ロ
お
問
い
合
わ
せ
 

自
衛
隊
青
森
地
方
連
絡
部

五
所
川
原
募
集
事
務
所
（
廿

⑩
二
三
〇
五
番
）
 

ロ
入

（校
）
隊
 
五
十
七

年
四
月
上
旬
 

ロ
待
遇
・
そ
の
他
 
修
学

年
限
四
年
、
卒
業
後
一
年
で

三
等
陸
、
海
、
空
尉
 

」
 

防
衛
医
科
大
学
校
学
生
 

労
働
省
・
雇
用
促
進
事
業

団

で
は
、
か
ね
て
か
ら
市
内
持
子

沢

・
通
称
狼
野
長
根
公
園
に
勤

労
者
野
外
活
動
施
設
を
建
設
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
完

成
し
十
月
一
日
に
落
成
式
を
行

い
、
三
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
は
、
雇
用
促
進
事

業
団
が
主
な
施
設
を
建
設
し
、
 

市
が
基
盤
の
整
備
と
補
完
施
設

を
建
設
し
て
い
た
も
の
で
す
。
 

勤
労
者
と
そ
の
家
族
が
、
自

然
に
親
し
み
ス
ポ
ー
ッ
活
動
を

行
っ
て
、
休
養
と
健
康
の
増
進

を
は
か
り
働
く
意
欲
を
高
め
併

せ
て
雇
用
の
安
定
を
は
か
る
た

め
に
設
け
た
も
の
で
す
。
 

雇
用
促
進
事
業
団
の
委
託
を

受
け
、
市
が
管
理
‘
運
営
に
当

た
り
ま
す
。
 

施
設
の
場
所
は
、
市
の
南
部

に
位
置
し
、
岩
木
山
と
津
軽
平

野
が

一
望
に
で
き
、
緑
豊
か
で

景
観
に
秀
れ
た
国
道
一
〇

一
号

線
沿
い
の
丘
陵
地

・
狼
野
長
根

公
園
の
一
角
に
あ
り
ま
十
。
 

狼
野
長
根
公
園

の
 

「
脆
訓
設

川
印
の旧旧
概

H
要
町
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防

衛

大
学

校

学
生
 

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
（
建
物
）
 

二
階
建
て
。
延
べ
床
面
積
四
百
 

（男
・
女
、
身
障
者
用
）
、
宿
 

は
、鉄

骨

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
 

 

二
十
五

一
〇
七
平
方
冒
。
 

直
室
、

機
械
室
。

・
 

r
 



昭和56年（1981年）10月1日 広報ごしょがわら ③ (504号） 

ロ
休
館
日
 
毎
週

月
曜
日
と
十
二
月
一
一

十
九
日
か
ら
翌
年

一

月
三
日
ま
で
。
 

ロ
利
用
時
間
 
平

日
は
、
午
前
九
時
三

十
分
か
ら
午
後
四
時

ま
で
。
 

ロ
用
具
等
の
利
用

備
え

つ
け
の
用
具
等

を
利
用
す
る
場
合

は

事
務
室
に
利
用
料
を
 

納
め
て
か
ら
貸
し
出
し
を
受

け
て
下
さ
い
。
 

ロ
お
間
合
わ
せ
先
 
利
用

等
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
セ

ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
事
務
室

（
廿

⑩
三
六
三
一
番
）
に
お

問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

な
お
、
十
月
三
日
（
土
）
、
 

四
日
（
日
）
は
、
オ
ー
プ
、
／

を
記
念
し
、
無
料
で
開
放
し
 

ま
す
。
 

園周回国醐因 

「
最近
の
国
際
情
勢
に
つ
い
て
」
 

時
局
講
演
ム
ム
を
開
催
 

,
 

市
の
執
務
時
間
が
変
更
 

平
日
は
午
後

4
時

1
5分
ま
で
 

二
階
が
ラ
ウ
ン
ジ

（
会
議
室

兼
休
憩
所
）
、和
室
、
テ
ラ
ス
。
 

屋
外
施
設
に
は
、
人
工
ス
キ
 

ー
場
（
三
千
平
方
1
1）
、ウ
オ

ー
 

タ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
（
百
冒
）
、ゲ
 

ー
ト
ボ
ー
ル
場
（
二
面
）
、ク
ロ

ッ
ケ
ゴ
ル
フ
場
（
二
面
）
、ア

ー
 

チ
ェ
リ
ー
場
、
体
力
測
定
広
場

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
配
し
、
お
子
さ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
、
東
屋
二
棟
、
休

憩
所
二
個
所
、
屋
外
便
所

一
個

所
が
あ
り
ま
す
。
 「健

康
に
留
意

し
、
知
識
と
経
験

を
社
会
に
役
立
て

よ
う
」
 

市
老
人
福
祉
大

会
が
九
月
十
日
、
 

市
民
文
化
会
館
に

お
よ
そ
八
百
人
の

お
年
寄
り
が
参
加

し
て
行
わ
れ
、
漆

川
の
対
馬
竹
四
郎

さ
ん
（
九八
）
ら
九十

五
歳
以
上
の
長
寿

者
八
人
を
顕
彰
し
 
 

た
ほ
か
、
在
宅
寝
た
き
り
老

人

介
護
者
等
を
表
彰
し
ま
し
た
。
 

大
会
で
は
、
物
故
者
に
対
し

黙
と
う
し
た
あ
と
、
寺
田
市
長

が
 
「健
康
で
生
き
が

い
あ
る
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
豊
富
は
経

験
と
知
識
を
活
か
し
、
市
勢
の

発
展
に
努
力
し
て
も
ら
い
た
い
 

」
と
あ
い
さ

つ
、
次
い
で
九
十

五
歳
以
上
の
長
寿
者
及
び
米
寿

を
迎
え
た
三
十
二
人
に
顕
彰
状

と
記
念
の
座
布
団
を
そ
れ
ぞ
れ

贈
り
ま
し
た
。
 

席
上
、
県
老
人
福
祉
大
会
で
 

顕
彰
さ
れ
た
市
内
高
野
の
堀
内
 

治
右
工
門
さ
ん
・
ち
よ
さ
ん
夫
 

妻
ら
に
顕
彰
状
や
感
謝
状
が
伝
 

市
都
市
計
画
課
で
は
、
南

部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
 

九
月
二
十
九
日
ー
十
月
十
一
一

日
ま
で
 

（
平
日
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
 

十
月
一
日
か
ら
市
役
所
（
病

院
を
除
く
）
の
執
務
時
間
が
次

の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

ロ
期
間
 
十
月
一
日
か
ら
来

年
二
月
末
日
ま
で
 

ロ
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
 

達
さ
れ
ま
し
た
。
 

ロ
九
＋
五
歳
以
上

の
長
寿
者

対
馬
竹
四
郎
（
九八
）
、木
村
た

き
（
九七
）
、浅
利
サ
ダ
（
九六
）
、工

藤
直
蔵
（
九六
）
、長
尾
な
み
（
九六
）
 

川
村
ァ
子
（
九五
）
、今
さ
く
（
九五
）
 

工
藤
才
助
（
九五
）
 

土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
 

ロ
縦
覧
場
所
 
市
都
市
計
 

画
課
、
県
土
木
部
計
画
課
 

口
縦
覧
図
書
 
ハ
山
）
南
部
地

区
土
地
区
画
整
理
区
域
に

つ

い
て
②
同
関
連
都
市
計
画
道

路
計
画
に

つ
い
て
③
同
関
連
 
 

四
時
十
五
分
ま
で
 

（昼
の
休
憩
時
間
は
、
正
午
 

か
ら
午
後
零
時
四
十
五
分
ま
で
 

)
 

ロ
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
 

零
時
十
五
分
ま
で
 

ロ
と
き
 
十
月
十
四
日
（
水
 

）
午
前
十
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館

ロ
テ
ー
マ
 

「最
近
の
国
際

情
勢
に
つ
い
て
」
 

ロ
講
師
 
外
務
省
情
報
文
化

局
国
内
広
報
課
長
永
井
重
信
氏

ロ
主
催
 
日
本
国
際
連
合
協
 

用
途
地
域
変
更
に

つ
い
て
 

ロ
意
見
書
 
都
市
計
画
案

に
つ
い
て
の
意
見
書
の
提
出
 

・
 

・
一
、
 
従
六
毛
旧
「
旧
司

h
I
 

帝
臣

，
 
に
行
う
こ
と
が
で
 

き
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
市
都
市
 

計
画
課
（
廿
⑩
二
一
一
一
番
 

・

内
線
二
三
三
ニ
一
三
五
番
）
 

ル
知
識

と
経
験
を

役
立

て
よ
う
）
 

対
馬
竹
四
郎
さ
ん
ら

を
長
寿
顕
彰
 

（敬
称
略
）
 
会

五
所
川
原
支
部
 

っ瓢
麟
か
 
南
部
地
区
の
都
市
計
画
案
を
縦
覧
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1
0月
4
日
は
市
議
会
議
員
選
声
勿
撃
競
響
 

十
月
四
日
（
日

）
は
、
五
所
川
原
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投

票
日
で
す
。
 

当
市
で
は
、

投
票
所
の
入
場
券
を
配
布
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

有
権
者
の
方
は
お

気
軽
に
あ
な
た
の
投
票
所

へ
お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
投
票
時
間
 

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
 

ロ
投
票
所
 
市
内
三
十
三
投
票
所

（す
で
に
配
布
ず
み
の
チ
ラ

ン
を
』
こ
参
照
下
さ
い
。）
 

ロ
投
票
で
き

る
方
 

ハ
男牛
齢
要
件
 
昭
和
三
十
六
年
十
月
五
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

②
住
所
要
件
 
昭
和
五

十
六
年
六
月
二
十
二
日
ま
で
に
五
所
川

原
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い
る

方
 ③

市
内

の
転
居
者
 
昭
和
五
十
六
年
九

月
九
日
以
前
に
転
居
を

さ
れ
た
方
は
、
新
住
所
の
投
票
所
で
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
九
月
十
日
以
後
に
転
居
を
さ
れ
た
方
は
、
前
住

所
の
投
票
所
で
す
。
 

ロ
選
挙
会
（
開
票
）
 
十
月
四
日
（
即
日
開
票
）
午
後
七
時

一

十
分
か
ら
市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
 

会
場
の
都
合
で
、

開
票
参
観
人
の
入
場
を
制
限
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
 
選
挙
に

つ
い
て
不
明
の
点
は
、
市
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
廿
⑩
二
一
一
一

番
・
内
線
三
二
七

ー
三
二
九
番
 

）
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

明
日
の
親
の
た
め
の
学
級
 

ロ
と
き
 
十
月
十
七
日
（
 

土
）
か
ら
十
一
月
二
十
八
日
 

（
土
）
ま
で
。
 
（毎
週
土
曜

日
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
 

。
）
  

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
 

館
、
市
民
文
化
会
館
 

ロ
参
加
対
象
 
原
則
と
し
 

て
新
婚
及
び
妊
娠
期
の
男
女

ロ
受
講
料
 
無
料
で
す
。
 

ロ
お
申
込
み

・
お
問
合
わ

せ
 十

月
八
日
（
木
）
ま
で
、
 

市
教
育
委
員
会

・
社
会
教
育

課
（
云
⑩
二
一
一
一
番
・
内

線
二
五
〇

二
一
四
八
番
）
へ
 

ふ
る
っ

て
ご
参
加
を
 

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
 
と
あ
い
さつ
、
来
賓
が
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

表
彰
さ
れ
た
納
期
内
完
納
者
 

力
あ
り
が
と
う
 

数
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
十
年
表
彰
者
ー
百
七
十
「
一
 

五
十
五
年
度
 
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

人
▽
十
五
年
表
彰
者
ー
百
七
十
 

の
市
税
完
納
者
 
表
彰
式
で

は
、

地
区
別
の
代
 
三

人
▽
二
十
年
表
彰
者
ー
百

五
 

表
彰
式
は
九
月
 
表

者
が
寺
田
市
長
か
ら
表
彰
状
 
十
六

人
▽
二
十
五
年
表
彰
者
廿
 

三
日
、
市
中
央
 
と
記
念

品
を
受
け
た
あ
と
、

市
 

三
十
九
人
▽
法
人
表
彰
者
廿
十
 

公
民
館
に
寺
田
 
長
が
、

「
税
の
納
期
内
完
納
に
引
 
法

人
 

市
長
は
じ
め
来
 

賓
、

そ
れ
に
お
 

三
浦
哲
郎
氏
を
迎
え
て
 

よ
そ
三
百
人
の
 

該
当
者
が
出
席
 

文
化
講
演
会
を
開
催
 

し
て
行
わ
れ
、
 

二
十
五
年
連
続
  

ロ
と
き
 
十
月
三
日
（
土
）
 
氏
（
芥

川
賞
、
野
間
文
芸
賞
受
 

完
納
の
旭
町
の
 
午
後
六
時
か

ら
 

賞
、

主
な
著
作
に
「
忍
ぶ
川
」
、
 

今
敏
枝
さ
ん
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
中
央
公
民
館
 
「

恥
の
譜
」
、
 

「
ま
ぼ
ろ
し
の
 

五
百
五
十
一
人
 

ロ
講
師
 
作
家
・
三
浦
哲
郎
 
橋
」
等
が

あ
り
ま
す
。）
 

作
家

・
後
藤
明
生
氏
（
平
林
  

ロ
お
間
合
わ
せ
 
市
教
育
委

た
い
子
文
学
賞
、

谷
崎
潤
一
郎
 
員
会

‘
社
会
教
育
課
（
廿
⑩
一
一
 

賞
受
賞
、

主
な
著
作
に
 
「夢
か
 

一
一
番
・
内
線
二
五
〇
番
）
 

た
り
」
、
 「
吉
野
太
夫
」
、
 「私
 

ロ
主
催
 
市
連
合
P
T
A

・
 

的
生
活
」
等
が
あ
り
ま
す
。）
 

市
教
育
委
員
会
 

ロ
入
場
 
無
料
で
す
。
 

市
税
完
納

の
五
五
一
人
を

表
彰
 

,
 



市
都
市
計
画
課
で
は
、
 
「長
者

森
平
和
公
園
墓
地
」
 の
購
入
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

ロ
募
集
区
画
 
百
四
十
区
画
 

ロ
墓
地
面
積
 

一
区
画
五
平
方
 

ロ
永
代
使
用
料
 
十

一
万
円

ロ
管
理
料
 
三
千
円

（年
間
）
 

ロ
受
付
け
 

常
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
申
し
込
み
と
同
時
に
、
永
代

使
用
料
と
管
理
料
を
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

口
お
問
い
合
わ

せ
 

詳
し
く
は
、
市
都
市
計
画
課
（
 

廿
⑩
二
一

一
一
番

・
内
線
二
三
三

番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

公 園 ロ
 

一
 

I
 

平
 

森
 

長者 

役
所
の
仕
事
で
お
悩
み
の
方
は
 

行
政
相
談
委
員
へ
 

母と子の自然探勝会 

30人が県民の森に遊ぶ 

か
般
分
譲
往
宅
 

二
広
 
由
汽
 

山
・
の募
集
一
案
内一
、
 

・

団
ニγ
地
っ・
り
ジ、
・
，
 

乳幼児の健康診査 

月 	齢 対 	象 レ」
 
‘
、
 

 
と 	こ 	ろ 

3 カ月児 
昭和56年 6 月
生まれの乳児 10月13日 

薫叫
 
競
瑚
 

 

6 カ月児 
昭和56年 3 月
生まれの乳児 10月20日 

1
6
 

歳
児
 

カ
 
月
 

昭和55年 4 月
生まれの乳児 10月27日 

乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行い

ます。該当する赤ちゃんには受診させるようにし

て下さい。 

ロ受 付 時 間 午後0時30分～ 1時まで

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受

けている乳幼児はご遠慮下さい。 

1歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

昭和56年（1981年）10月1日 広報ごしょがわら ⑤ (504号） 

県
民
の
森
に
遊
ぶ
、
母

と
子
の
自
然
探
勝
会
が
さ

る
八
月
十
五
日
、
十
五
組

約
三
十
人
の
母
と
子
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

県
自
然
保
護
課
が
市
内

の
小
学
四
年
生
以
上
の
母

子
家
庭
を
対
象
に
行
っ
た

も
の
で
、
ブ
ナ
の
原
生
林

の
な
か
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
や
ゲ
ー
ム
を
し
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
 

。
 

行
政
管
理
庁
で
は
、
住
民
の

行
政
に
関
す
る
苦
情
等
の
相
談

に
応
じ
、
そ
の
解
決
を
手
助
け

す
る
た
め
、
次
の
方
を

「
行
政

相
談
委
員
」
 
に委
嘱
し
て
お
り

ま
す
。
 

市
内
姥
泡
字
桜
木
 

坂
本
甚
作
氏

（
廿
⑩
三
〇
四

八
番
）
 

市
内
字
柳
町
八
 

成
田
栄
一
氏

（
廿
⑩
三
〇
一
一

八
番
）
 

ロ
相
談
方
法
 
無
料
で
口
頭

電
話
、
手
紙
の
い
ず
れ
の
方
法

で
も
よ
く
、
相
談
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
は
、
秘
密
を
守
り

親
身
に
お
世
話
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

ロ
相
談
の
内
容
 
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
 
 

ん
で
も
よ
く
、
例
え
ば
恩
給
、
 

年
金
、
登
記
、
国
税
、
保
険
、
 

生
活
保
護
、
環
境
衛
生
、
農
地

郵
便
、
道
路
、
交
通
、
公
営
住
 

住
宅
金
融
公
庫
融
資
付
き
、
 

一
戸
建
て
住
宅
で
す
。
 

ロ
受
付
期
間
 
十
月
二
十
六
 

日

（月
）
か
ら
十
月
三
十
日
（
 

金
）
ま
で
 

ロ
募
集
戸
数
 
五
戸
 

ロ
受
付
場
所
 
市
都
市
計
画
 
 

宅
、
河
川
、
ハ
金
ロ
、そ
の
他
一

般
許

・
認
可
、
国
鉄
、
電
々
、
 

専
売
、
公
団
、
公
庫
、
事
業
団

等
の
こ
と
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

課
 ロ

住
宅
引
渡
し
時
期
 
五
十
 

七
年
七
月
の
予
定
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 
市
都
市
計
 

画
課

（
廿
⑩
二
一
一
一
番

・
内
 

線
二
三
五
番
）
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
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年
金
の
は

J

(
 

（ー
）
老
齢
年
金
 
＠
年
金
額

年
金
額
は
①
の
算

式
で
計

算
さ
れ
ま
す
が
、

二
十
五
年

間
保
険
料
納
付

の
場
合
は
、
 

例
の
よ
う
に
な
り
、
五
四
三
 

、
三
〇
〇
円
（
月
額
四
五
、
 

二
七
五
円
）
の
年
金
が

支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

（
免除
さ
れ

た
期
間
は
、
三

分
の
ー
し
か
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
）
 

＠
付
加
年
金
額

（
上
積
み

の
年
金
）
 

付
加
保
険
料
を
納
付
し
て

い
る
人
に
は
、
次
の
式
で
計

算
し
た
額
が
前
記
の
年
金
額

に
加
算
さ
れ
ま
す
。
 

言
糾
盟
1
2
0
0
田
×
誕

醸
畔
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
ま
だ

納
め
て
い
な
い
人
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
第
二
期

分
（
七

・
八

・
九
月
分
）
の
国

民
年
金
の
保
険
料
の
納
期
は
、
 

九
月
三
十
日
で
し
た
が
、
納
め

る
の
を
忘
れ
た
人
は
な
ん
と
か
 
 

＠
高
齢
者
の
優
遇
措
置
 

二
十
五
年
と
い
う
年
金
の

資
格
期
間
が
、
十
年
か
ら
一
一

十
四
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
る

昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
は
、
短
縮
さ
れ
 

た
期
間
に
よ
っ
て
計
算
し
た

年
金
額
が
か
な
り
低
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
の
方
は
、
特
別
な
加
算
が

行
わ
れ
ま
す
。
 

加
算
分
の
算
式
は
、
①
の

と
お
り
で
す
。
 

こ
れ
を
昭
和
三
十
六
年
に

高
齢
者
で
任
意
加
入
し
た
十
 

今
月
中
に
納
め
て
下
さ
い
。
 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と

万
一
け
が
を
し
た
り
、
ご
主
人

に
亡
く
な
ら
れ
た
り
、
遺
児
に

な
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
に
障

害
年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ば
か

り
で
な
く
、
将
来
老
齢
年
金
さ
 
 

年
年
金
グ

ル
ー
プ

（
 

明
治
三
十
九
年
四
月

二
日
か
ら
明
治
四
十

四
年
四
月
一
日
ま
で

の
間
に
生
ま
れ
た
人
 

）
が
十
年
間
保
険
料

を
納
め
た
場
合
で
計

算
し
ま
す
と
、
三
四

三
、
五
〇
〇
円
（
月

額
二
八
、
六
二
五
円
 

）
の
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
 

＠
五
年
年
金
の
年

金
額
 
十
年
年
金
グ

ル
ー
プ
と
同
年
齢
の

人
で
、
五
年
年
金
制

度
に
加
入
し
た
人
の

年
金
額
は
、
⑦
の
と

お
り
で
す
。
 

⑦
 

え
も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
 

も
し
、
過
去
の
保
険
料
に
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
き
は
二
年
前

ま
で
の
分
は
、
国
民
年
金
係
か

ら
国
庫
金
納
付
書
を
発
行
し
て

も
ら
い
、
銀
行
（
国
の
歳
入
代

理
店
）
ま
た
は
郵
便
局
を
経
由
 
 

し
て
、
弘
前
社
会
保
険
事
務
所

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
に
納
め

忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

に
放
置
し
な
い
で
、
必
ず
市
社

会
課

・
国
民
年
金
係
に
印
鑑
持

参
の
う
え
保
険
料
の
免
除
の
申

し
出
を
し
て
下
さ
い
。
 
 

街
頭
献
血
の
ご
案
内
 

十
月
十
六
日
（
金
）
 
〇
午
 

ロ
と
き

・
と
こ
ろ
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
市
庁

移
動
採
血
車
「
青
い
鳥
号
」
 

舎
前
お
祭
り
広
場
 

が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
 

o
当
日
午
後
一
時
三
十
分
か

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
協
力
 
ら

三
時
ま
で
、
布
屋
町

・
西
北

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

中
央
病
院
前
 

一
  

二
 

安
心
し

て
お
産
の

準
備
を
 

「
母親
教
室
」
を
開
催
 

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
 

健
康
手
帳
 

育
て
る
た
め
、
ま
た
安
心
し
 

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

て
お
産
の
準
備
が
で
き
る
よ
 

▽
十
月
十
四
日
（
水
）
、
 「
 

う
五
所
川
原
保
健
所
で
は
次
 

妊
娠
の
よ
ろ
こ
び
」
 

の
日
程
で

「母
親
学
級
」
を
 

▽
十
月
二
十
八
日

（
水
）
、
 

開
き
ま
す
。
 

「妊
娠
中
の
生
活
」
 

ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。
 

▽
十

一
月
十
一
日
（
水
）
、
 

ロ
受
付
時
間

・
場
所
 
い
 

「
出
産
」
 

ず
れ
も
午
後
零
時
四
十
五
分
 

▽
十
一
月
二
十
五
日
（
水
 

か
ら
五
所
川
原
保
健
所
 

）
、
 「赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
」
 

ロ
持
参
す
る
も

の
 
母
子
 

「
乳
幼
児

の
湿
疹
に

つ
い
て
」
 

移
動
健
康
教
室
を
開
催
 

市
と
五
所
川
原
市
民
保
健
 

コ
ミ
ュ
ラ
ァ
ィ
セ
ン
久
ー
栄
 

協
議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
 

ロ
テ
ー

マ
 

「
乳幼
児
に
 

「
移動
健
康
教
室
」
を
開
き
 

多
い
湿
疹
に

つ
い
て
」
 

ま
す
。
 

ロ
講
師
 
松
坂
正
氏
 

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

当
日
は
、
健
康
相
談
、
血
 

ロ
と
き
 
十
月
八
日
（
木
 

圧
測
定
も
行
い
ま
す
。
 

）
午
後
一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
み
ど
り
町

・
 

ー
・ー
、ー
・ー
、ー
・ー
、ー
、ー
一l
一ー
、
ー
、
ー
、ー
・
ー
・
ー
『
ー
、

ー
・ー
』
ー
・
ー
』

ー
、ー
ー
、ー
」ー
・」
 

拠
出
制
の
年

金
と
 

受
け
ら

れ
る
要
件
 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ノ
 
国
民年
金
の
保
険
料
 

年金額一｛ (1.680円×鷺議）+(1,680円×儀讐曇）×十｝ x1.078 

〔例〕 	｛(1, 680円×(25年×12月）}Xl. 078 " 543 , 312円年金額543,300円 
（月額45,275円） 

〇 1.078は、55年度に対する56年度の消費者物価の上昇率です。年金額に100円未満

の端数がでたときは、50円未満を切り捨て、50円以上は100円に切り上げます。 

①〔例〕定額分｛1,680円×(10年×12月）IX1.078= 217,324円 
加算分〔650円×｛300- (10年×12月）Ixl .078J==126,126円 
計 217,324円＋126,126円＝'343,450円 年金額343,500円（月額28,625円） 

⑨ 271,200円（月額22,600円） 

なお、昭和56年 7 月から 
292,400円（月額24,366円） 

r
 

r
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秋の狂犬病予防注射と登録 
＠料金 口登録料 2,000円（年1回） 

ロ注射料 1,050円（日程以外- 1,500円） 

ロ注射済票 300円 合わせて 3,350円です。 

⑥犬の放し飼いは出来ません。 

1．犬の登録をしなし￥と 	狂犬病予防法 

第 4 条違反 3万円以 

2．犬に注射を受けさせないと…狂犬病予防法 下の罰金

第 5 条違反 

3．犬を放しておくと 	 県飼犬の管理及び犬による 

危害の防止に関する条例第 

3 条違反 1万円以下の罰金

※犬のフンは、みんなが迷惑しています。飼主は、必ず始

末しましょう。 

ロ狂犬病予防注射の日程ロ 

月 	日 実 施 場 所 実 施 時 間 

湊 団 地 集 会 所 9 30-10 30 
姥 	池 神 社 前 10 40~il 00 
稲 実 	屯 所 前 11 10~il 30 

10月 5 日（月） 市 農 協 栄 支 所
七 ッ 館（工藤理容所） 

11 
12 

40-12 
50-13 

00 
10 

浅 	井（一戸商店前） 13 20-13 40 
福 	山 	集 会 所 13 50-14 20 
豊 	成（りんご倉庫） 14 30-15 00 

野 里 集 会 所 9 30~b0 00 
神 	山（松野商店） 10 10~lO 40 
松 	野 	木（十文字） 10 50~li 10 

10月 6 日（メC) 福 	岡（佐々木商店） 
若 	山（石岡治男宅） 

11 
12 

20-11 
40-13 

40 
00 

石 田 坂 集 会 所 13 10-13 30 
戸 	沢（斎藤精米所） 13 40-14 00 
下 岩 崎 集 会 所 前 14 30-14 50 

飯 	詰 	支 	所 9 30~b0 40 
平 	町（渋谷俊一宅） 10 50-11 10 
金 山 	児 童 館 11 30-12 00 

'10月 7 日（加 水 野 尾 集 会 所 13 00.43 20 
米 田 精 米 所 前 13 30-13 50 
吹 畑 毛 内 光 春 14 00-14 20 
唐 笠 柳 丁 字 路 14 30-14 50 

一 野 坪（対馬静賢宅） 9 30-9 50 
馬 性 集 会 所 前 10 00~lO 20 
悪 	戸（高橋リンゴ） 10 40~l1 00 

10月 8 日休） 川 代 田（外崎嘉太郎） 11 10~li 30 
漆 川 神 社 前 11 40-12 00 
十 	川（吉村商店） 12 50-13 10 
桃 	崎（バス停前） 13 20-13 40 

共 栄 集 会 所 9 30-9 50 
長 富 集 会 所 10 00-10 20 
毘 沙 門 支 所 10 30~l0 50 
毘 沙 門 集 会 所 11 00一～li 20 

10月 9 日団 
桜 	田 	公 民 館 
沖 飯 詰 集 会 所 

11 
12 

30~li 
00-12 

50 
20 

コ 	ミ 	セ 	ン 中 川 13 30-13 50 
種 井 集 会 所 14 00-14 20 
小 曲 集 会 所 14 30-14 50 
沼 	田（秋田谷旅館前） 15 00-15 20 

広田みどり町（陸奥燃料） 9 30一～ b0 00 
梅 	田（教円寺前） 10 10~lO 30 

10月12日（月） 
梅 	田（成田理容所） 
梅 田 	支 所 前 

10 
11 

35~l0 
00~il 

55 
20 

中 	泉 	集 会 所 11 30-12 00 
七 	和 	支 	所 13 10-13 40 

俵 	元（警鐘台下） 9 30~b0 00 
10月13日吹） 旧 原 子 集 会 所 前 10 10~lO 50 

前 田 野 目（西塚商店） 11 00~ll 20 

月 	姦，讐驚 	二 

10月13日（火） 
蚕 	立（新谷啓宅） 	11 : 30~il: 50 
者］ 	野（神 社 前） 	13: 00-13 : 40 

石 	岡（寺田武道宅前） 9 30-9 50 
松島団地（松島ストア） 10 00~lO 50 

10月14日休） 松島団地（ 8 丁目バス停） ii 00~ll 50 
松島団地（管理事務所） 13 00-14 00 
田園調布（藤巻商店） 14 l0~i4 30 

下平井町老人ホーム 9 30~b0 20 

10月15日（村 
敷 島 分 院 前 
I日 	消 	防 	署 	前 

10 
13 

30~li 
00~i4 

30 
00 

末 広 町（末広食堂向い） 14 10-14 40 

10月19日（月） 
町集
 
集
会
 

平
鎌
三
 
和
谷
道
 
会
所

館
 
所

前
前
 

ム
ム
  

9 
11 

30~li 
iO-12 

00 
00 

13 00-14 30 

下 藻 川 屯 所 前 9 30-10 00 
上 藻 川 農 協 倉 庫 10 10-10 30 
鶴 	ケ 10 40~il 20 

10月201I（大） 高 瀬 集 会 所 11 30-12 00 
田 	川（奈良商店前） 13 00-13 20 
新 宮 集 会 所 13 30-14 00 
新 宮 団 地 森 の 家 14 b0-14 50 

三種混合IJ 7黒習百ワクチン接種 

ロ対象幼児 

生後24 カ月～48カ月までの幼児です。 

ただし、昨年 1期として 2 回～ 3 回接種した幼児には今 

回 2 期を接種しますが、 1期終了後12カ月からの間隔を要 

するため、今回 2 期は最終回の 3 回目に接種することにな 

ります。 

ロご注意 

＠母子健康手帳は必ず持参して下さい。 

⑨当日の朝、体温を計ってきて下さい。 

＠お子さんの健康状態を良く知っている方がお連れ下さ 

し、o 

ロ地区別日程表 . ‘接 	 種 
実施場所 

肩回 2 	回 3 	回 

学
 
区
 

南
飯
 

ノ
 

士
ロ
  

10月 9 日
園 

11月13日
圏 

12月11日
団 

09産経会館 
4 階 

％、％市民会 
館 2 階 

長 橋地 区 
10月 9 日

圏 
11月13日 

ct) 
12月ii日

団 
長橋診療所 

三 好 地 区 
10月14日 

(*) 
11月16日 

（印 
12月16日 

(*) 三好診療所 

松 島 団 地
松 島 地区 

10月15日 
（木） 

11月18日 
(*) 

12月17日
困 

旧中央公民館 

七 和 地区 
10月15日 

（村 
11月18日 

(*1 
12月17日 

（村 
七和支所 

中川、梅田、 
栄、毘沙門、 
みどり町 

10月16日
国 

11月19日 
（村 

12月18日
園 

旧中央公民館 

五 小 学 区 
10月14日

休） 
11月20日 

（劃 
12月23日 

(*) 旧中央公民館 

▽実施時間はいずれも午後 1時～ 2 時 

▽五小学区には小曲地区も含まれます。 
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五
時

ま
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ロ
と
こ

ろ
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労
働
基
準
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会
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講
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一
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カ
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卿 

27El
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8
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本町
 
幾
島
町
 
布

屋
町
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町
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谷
町
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原
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寺
町
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木
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沼
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末
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き
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田
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末
広
・
新
宮
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平
井
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町
 
中

平
井
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平
井
町

下
平
井
町
 

大
町
 
田
町
 
旭

町
 
栄
町
 
敷

島
町
 
新
町
 

奏
  

平和
町
 
八

重
菊
 
千

鳥
町
 

第
一
千
鳥
町
 

十川
町
 
松

島

一
丁
目

松
島
七
丁
目

若
葉
（
第
一
）
 
 

若
葉

（
県営
）
 
 

松
島
四
・
六
丁
目

松
島
二

・
三
丁
目

松
島
五

・
八
丁
目
 

アーク溶接（電気）講習会 

ロ
締
切
り
 

十
月

十
七
日

（
土
）
 

ロ
申
込
み
先
 

市
内
新
宮
町

八
四

I
五
、
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北

労
働
基
準
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が
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の
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を
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掃
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で
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、
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カ
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た
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指
導
を

行
っ

て
い
ま
す
。
 

各
町
内
の

環
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全
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三
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場
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収
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い
よ
う
指
導
し

ま
す
の
で
、
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な
さ
ん
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協
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を

お
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い
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す
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お
、

十
月
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二
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目

の

指
導
日
程
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次

の
と
お
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で
す
。
 

交
通
事
故
巡
回
相
談
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十
月
は
次

の
日
程
で

開
設
さ

れ
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す
。

ご
利
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い
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十
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▽
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ダ
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ス
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▽
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清
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後
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会
（

梅
田
）
▽
市

役
所
互

助
会
会

長
岩
田
秀

雄
▽
小
山
内

鳳
隆
（

未
広
町

）
▽
普
明
会

教

団
高

岡
支
部
（
富
山
県

）
▽
昭
 

会

（
廿
⑩
六
二
」
二
六番
）
 

定
員
は
八
十
人
で

す
が
、

定

員
に
達
し
次
第

期
間
中
で

も
締

切
り

ま
す
。
 

ロ
と
き
 

十
月
十
四
日

（
水
 

）
、二
＋
八

日
（
水
）
 

午
前
十
時
か

ら
午
後
二

時
ま

で
 ロ

と

こ
ろ
 
市
民
文

化
会
館

別
館
（
旧
中
央
公
民
館
）
 

県
交
通
事
故

相
談
所

市

・
市
民
相
談
室
 

和
パ

ー
ル
会
会

長
木
村
重
治

（
 

鎌
谷
町

）
▽
陸
奥
新
報
五
所

川

原
支
社
長
工

藤
清
造
（
鎌

谷
町
 

）
▽
五
所

川
原
ダ

ン
ス
サ
ー
ク

ル
代
表
高

橋
善
行
（

栄
町

）
▽

五
所

川
原
中
央

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
会
長
川
崎
亮

一
 
（
敷島
町
 

）
▽
松
島
婦
人
会

代
表
寺

田
ま

つ
（
石
岡
）
▽
ラ

イ
オ
ン

ズ
国

際
協
会

五
所

川
原
ク
ラ
ブ

会
長

斎
藤
信
男
（

大
町
）
 

五
所
川
原
ラ

イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

（
斎
藤
信
男
会
長
）
は
九

月

十
一
日
、

市
立
図
書

館
に
設
置

さ
れ

て
い
る
ラ
イ
オ
ン
ズ

文
庫

に
五
万
円

の
図
書
券
を

寄
贈
、
 

寺
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

同
文
庫
へ
の
寄

贈
は
今

年
で

三
回
目
、

合
わ

せ
て
二
百
一

冊

と
な
り

ま
し
た
。

今
年
は
、

国

際
障
害
者
年
を

理
解
す
る

本
四

十
五
冊
を

備
え
る
こ

と
に
し
て

い
ま
す
。
 

長
橋

支

所

移

転
 

市
役
所
長
橋
支
所
が

こ
の
ほ
ど
 
「構
造
改
善

セ
ン
 

タ
ー
長
橋

」
に
移
転

し
ま
し
た
。
 

r
 

r
  
広
報
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協
力
下
さ
い
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(504号） ⑧ 

市立図書館 

書 	名 著 者 名 
」ト舌パLJA、，＝ら‘と、 ．驚き声「， 

下北新報復刻綴本 笹 津 魯 羊 キュ一ビックの午後 佐 々 寿美枝 

日 本 の 国 家像 上 山 春 平 お ん な 商 売 田 辺 聖 子 

沖 縄 の 働 突 那覇市編集部 金せん花と秋の蝶 山 代 	巴 

ロ ジ ッ クの時代 松 本 道 弘 恋 	の 	涯 津 本 	陽 

カ ル マ の 法 則 五 島 	勉 十万分の一の偶然 松 本 清 張 

阿 関 梨 誕 生 和 崎 信 哉 生 	体 	解 	剖 上 坂 冬 子 

ふるさとのあゆみ 
五 	所 	川 	原 

山 上 星 介 吊 橋 の あ る 駅 瀬戸内 晴 美 

発 珠 	し 	る べ 葛 西 賢 造 旅 す る 前 に 大 高 雅 博 

現代若者文化考 菅 野 拓 也 団 塊 の 世 代 堺 屋 太 一 

ある日赤紙が来て 真 鍋 元 之 倒 	産 	回 	路 麗 	羅 

共 生 の 時 代 日本文化 
デザイン会議 

女 	人 	祭 田久保 英 夫 

中国を知る事典 石 川 	昌 熱砂と ま ぼろ し 陳 	舜 臣 

渓 魚 と あ そ ぶ 杉 森 彰 弘 美 	貌 	入 阿 木 慎太郎 

流行するタバコ病 平 山 	雄 ひとびとの党音 司 馬 遼太郎 

帆 	船 	時 	代 田 中 	航 児童文学の散歩道 上 星 一 郎 

老人かけ込み宿 深 谷 安 男 近代文学をどう読むか 中 村 光 夫 

冷凍食品料理入門 比 佐 	勤 イーハトーボの劇列車 井 上 ひさし 

手づくり保存食 村 上 昭 子 老いたるシンデレラ 阿 部 光 子 

転作に有利な野菜 富 民 協 会 サ ラサー テの盤 内 田 百 聞 

将 棋 名 匠物語 坂 本 一 裕 真 昼 の 悪 魔 遠 藤 周 作 

人 	形 	物 	語 内 藤 ル ネ 渚から来るもの 開 高 	健 

年中行事の歴史学 遠 藤 元 男 初 め て の 愛 坂 上 	弘 

l f 
智顎麟l 

―ご利用下さいー 
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